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童文化に関する出ッセイ集で，工児童音楽，五児童出版

美術，皿児童文化の周辺の3章にわかれ，皿には児童文

化の理論的分析や児童文化政策論などが含まれている。

「児敵化」の内容に関す研卿マ郵児咋瀞牽
と母子関係一松原醇子（鳥取女子短期大学紀要第4毎

1975－10）一乳児期にかかわる児童文化の要素を育児

行動のなかに見出そうとしている。

「児童文化」、硯内容に関すぞ研究（㍗r7幼児の社会的発

達と感情体験r松原醇子、（前掲第5号』1976－10）

一幼児朔にかかわる児童文化の璽素を家嘩レ；おける親

の育児態度と結びつけ1そ薮が近隣遊び集由に子どもが

はいって行くような社会性め発達との関連を児童文化の

側からとらえ・ようとする。

2　絵 適

「赤い鳥』の童画4児童再r上笙一耶（「日本の児童

文化」■ 1児章串版肇術」1前掲）一六正期嬬おけ畜壷

画の確立及び児産画の発展に対する雑誌「赤い鳥」の貢

献を高く評価している。

3　音楽・うた

幼児のうたについての考察コダーイの歌曲集「小さい人．

間たちの歌』を中心に一熊谷新次郎（P　L学園女子短

期大学紀要第3号，1976－12）一コダーイの幼児のた・

めの歌曲集を分析して，やさしさ，狭い音域，単純なリ

ズム，聴唱法などを幼児のうたの発達に必要だとしてい

る。

わらべうた一音楽教育的考察一石川雅晶（広臨文教女

子大学幼児教育研究会「幼児教育の研究」創刊号，1976

－6）一わ硲殖φ麟に醗鰐鰺首イシスデ・．、

ムなどにもふれながら，多くの研究文献をあげて分析し

ている。

幼児の自発的なうたあそぴについて一杉山昭子（四天

王寺女子短期大学研究紀要XW，1974－12）一幼稚園

におけ養自由時間を；， 幼児が串発的に行なったうたあそ

びを観察調査した結果の報告である。

學本人のわ らべ鴨観r上笙一郎＜「日本の児童文化」

工児童音楽，1櫛掲ンーわらべ唄を芸術と生活め塊界線

にあな、る限界芸術作品であるとレて，その価値を高く評

価す る。．い一．、

にほんの絵かぎうた一永田栄一著（音楽之友社，1976）

一わらべうた・うた遊びについて体系的に述タ， その

うち，絵かきうたについて，全国的に集めたものを系列

的に示している。

子どもをテセビからとりもどせ特一園部三郎著、（音楽之

友社，1976）一子どもに音楽を「遊び」と「たのしみJ’

として与え，子どもの成長に応じていくことを説いてい

る。

4　劇“ 紙芝居，お話

　日本児童演劇史一冨田博之著（東京欝籍株式会社，

1976）一日本の児童演劇史の集大成であるが，現時点

における児童演劇開係団体，主要出版物などの総覧など

　ものせてある。

　日本人形劇年鑑一1976年版（日本ウニマ＝国際人形劇

連盟日本センター，1976）一内外の主な人形劇団の動
・き， 評論，人名鑑などをのせている。

幼稚園児のお話しづくりについて一「紙芝居づくり」

の実践のまとめとして一土屋孝子，早川勝広（広島文

教女子大学幼児教育研究会「幼児教育の研究」創刊号，

1976－6）一幼稚園の5～6歳児17名のクラスでリレ

　ー式のお話づくりの実践のなかで，紙芝居がつくられて

いく過程を紹介する。

子どもと紙芝居一（「子どもの文化」1976－9特集，財

．団法人文民教育協会「子どもの文化研究所」）一紙芝居

¢）意義，特質，紙芝居運動のレポート，街や保育所にお

』ける実践記録などの特集。．
』．

ぎ 児童図書，児童文学

アンデルセン童話研究（その3）．一堀内康人他（東京

家政大学研究紀要第15集，．1975－3）一アソデルセソ

産話奇みにくいあひるの子昏を保育所の保育にとりいれ

て，子どもたちがどういう経験をし，この物語を理解

し，成長したかを考察している。

勿児賄及ぴ児童翠匿齢㌶蚕嘆蚕爾慎何に関する考察一

安戸泰子（淑徳短期大学淑徳年報第3号4976」6）

一絵本，図書の与え方を，両親の意識と子どもたちの

興味とを分析しながら，発達段階ごとにまとめて検討し

ようとしたもので，単なる読轡調査ではない。

幼稚園の隅書室がらの報告一嶋田侮枝（広島文教女子

大学幼児教育研究会「幼児教育の研究」前掲）一幼稚

園の図魯室の貸出の状況から，数人の幼児の借出しの実

例をあげて， 幼児の生活と図魯とのかかわりあヤ・を考察

する。

御伽草子ζ日本の童話（4）一明治時代一阪谷峻作（白梅

学園短期大学紀要第12号，1976－3）江戸時代のr般向

出版物であった御伽草子から・ 巌谷小波が童語的なもの

をとワだ．してお伽噺として普及させた経緯をの煙てい

るゲ

子ξもξ絵本を考える一（「子どもの文化」1976－6特
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P』森脇他♪児童女花財め硫究“1

集，前掲）一子どもの思考・感傭・認識はどう発達す　12特集，前掲）一おもちゃの戦後史ということで，生

るのかという雌的側面力 轡欝舗変艶、騰嫉娯禦曝懸野襲1鄭よく売れるおもちゃ
の絵本の歴史の概説がある。　　　　　 　　　　　　捲の値段の』覧表1女の子に人気のあるおもちゃの紹介な

6避 、．ぴ莫1、、iき汰

子どものあそぴに蘭する鯛査研究』伊藤勝志一（北海道

教育大学紀要第一部教育学科編第25巻第2号，1975－2）

一札幌市内の幼稚園児，小学校児980名について』自

家の内外におけるあそびの種類∫』遊具ジあそび仲間，場

所，時問等について質間紙調査法による調査の結果の報

告である。

幼児の遊ぴについて一宗真癸他（別府大学児産学会年

刊r児産研究」 Noマi』 1976｝2）〒都市と農村の幼児

の遊びを男女別に調べ，また， 実弛に調査者が観察した

結果をま とめたものである。 1』　、［．，・、・・1．．、、

子洪の遊びに？いて些和田好枝1（桃則学院矩期大学紀

要第2号，1975－3）一幼児爾生汚は遷びであるとい

う考えを根底において，フマrベルの遷戯論を緕介しな

がら，幼児の発達之毎庫ρ遊びなξと関連レて考察す

る。

　7　玩　　 』具

玩具考察一近江恵美子 （三島学園女子大学・亥子舞期

大学纈第10奮1974－1亀〉r塚の摩果輝職，
郷土玩具り篤肇琴？いて考察し，糟巧琴なった玩具の意

義に？いて疑問きもρ。　㍗♪　 　　’』

子ξもφおもうや牽考κる7（「予ξも4）来化」ユ9乃一

どがある。

8 テ　レ　ピ

幼児とテレビの影響一岩田明子他（別府大学児孟研究

』会年刊「児童研究」前掲）一幼児向番組の現状，母と

子の好む細家庭におけ襯聴の壌擁菟都甦
農村の幼児についてアソケート調査をし＝だも ’

』～ ：

テレビ漫画と子すもたち一（「子ど．もの文化」1976窄5

特集ヂ前掲）｝テレビ漫画のマ般論， 14年間の作品170

本についての解説，， 漫爾番組制作の襲面i ．洛ポγサ角←

覧など，1現状理解の資料とな多6，r

全体の傾向と込うよ1うなまとめ方はできないがピ圭氏

が「日本り児童文化」のなかの丁児童文化」，の項で距乳

幼児期¢）子ども砂ための児童文化をく限界文化＞と 衷現

して， 児童文化を発達段階と関逮してその特色を考えよ

う・ζ、し，・松原氏がぼ児堂文化』ンの内容に関する研究」、

のなかで，親の育児行動様式の内容と1して乳幼児期の児

童文化を考えよ、う・とすう行き方には共通の要素が食まれ

て野るように恩幻れそ蘇こ、う、しわ着想は今後㊨児童文化

研卿上で・いろセ’弊嬉ゐに発展「μてkγを麟・う

三う懲な頚1、‡記の各文献の内容についてゆ1くわし桓紹介。

は，．、別に刊行毒れる， 、朝日生命厚生癖業園の昭和鼻年度

1研究報告／馨に含まれている。　 　 ∵ パ、シー．ゴ、

r一 、い㌧

r
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中児審推薦図書目録の活用状況の調査

分担研究者 小河内芳子。漢辺　八重

1　調査の目的

　中央児童福祉審議会文化財部会第一部会（出版物）は，

児童福祉をすすめる礁業の一環として，児童向出版物一

絵本。図魯等の推薦を行なっている。、

　推薦図甕審査のための委員会は，原則として毎月1回

開かれ選定された図雷は解説付リストとして作成され，

都道府県及び政令指定都市の児童福祉主管課1・児童福祉

審議会，教育委員会に各一部送付されている。　』

　この礁業はレ昭和26年以来継続実施されてきたが，こ

のリストが送付先各機関で，どのように利罵されている

かを，全国的に調査したことはなく，正確な状況の把握

は行なわれていなかった。

　最近はレ児童の読書普友めため親子読雷運動，家庭・

地域文庫活動，公共図露館児童奉仕が盛んになるのに伴

ない， 保育所・・児童館その億の児童福祉施設においても

函魯活動が活澱化する傾向をみせており，審議会の推薦

図轡り熟トの役割も重要性を増したと考えられる。

　そこでリストの利用状況を抱握し， その周知徹底と利

用増大を計る方策をさぐるため，全国的な調査を行なう

こととなった。・

亘　調査の方法

　調査は質問紙法によることとし，次にあげるようなア

ソケートを送付し，回答を求めた。

　1。質問項目

A　児童福祉主管課　宛

　1）　推薦目録を受けとっているか

　（エ） いる　　（2）いない　　（3）不明

2）保存しているか

　（1）いる　　（2）いない　　（3）不明

　3） 主管課で直接利用しているか

　（ユ）いる（具体例をかく）　（2）いない

　4）市町村犀配布しているか

　　（1）コピーして配布　　（2）要請があれば配布

　　（3）していない　　（4）不開　　（5）その他

　5〉市町村でどのように利用しているか

　（1）児童館に配布図書購入に利用

　（2） 福祉蛮務所（家庭児童相談所）に配布・ 利用

　（3）保育所に配布図雷購入に利用

　（4）その他　　（5）不明

6）市町村の利用につき指導しているか

　（1）いる（指導例をかく）　（2）いない

　7）　目録についての意見

　（1）所轄課の意見　　（2）市町村の意見

B　児童福祉審議会　宛

　工）　2）　3）　問は前壱こ同じ

　4）　目録をどこかに配布しているか

　（1）いる（配布先き記入）　（2）いない

　5）　目録についての意見

C　教育委員会宛

　1）・2）　3）　問は前に同じ，　・r　　　・　　 －・一・

　4）　目録を市町村教委に配布して“るか

　（1）コビーし配布・（2） 要請があれば配布一

　（3）いない　　（4）不明　　「（5）　その他一㌧

　5）　市町村教委ではどのよちに利用’し淀い「るう㌔「二1・｛－

　（1）公立幼稚園で図醤購入に利用

　（2）私立幼稚園で　　〃　　〃

　（3）小学校で　　（4）家庭学級で　　（5）その他

　6）市町村教委に対する指導の有無

　　（1）いる（指導例）　（2）いない

　7）　目録についての意見（送付法・内容他）

　　（1）貴委員会の意見　　（2）市町村教委の意見

　2．対象（都道府県および政令指定都市の児産福祉主

　　管課，児童福祉審議会，教育委員会）

　3．調査日時　　昭和51年11月

皿　結

回収数

果

主管課

審議会

教委

瞬府県（47）綻都市（9）計 回収率

45

38

23

A　各項目についての回答

9
8
7

54

46

30

96，4％

82．0％

53．6％
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1・羊管課 回収数 』54、’

1｝森脇他＝：〉児童文イヒ財の研究泳3

・卜

記入鼓卜駄

移）
壷『董li輝撞・＄㈱莚幽き鐘1董1誌21『 10

（・q・」

9

2乙、 審 1議∵会「　　∴向収数1』46：　・域

型墜L盤⊥叫照・1271
（紛

8

1（1・・！陶 1④2！1 （＄0）．1璽≧／璽卜（58）1（・7）

．感1＝　1・～．

教鱗員会・ご 』：回鱗・ 30・

守

記 入
数1・・1 13・、61 11〆・3・51：・71・・2・ ■，　　　闇 1、．1α　　』 二・21・ 1・ヤ 』’91 ・いll13卜1・・

（彩〉 ！㈹i畷く2・ll㊨1・（1・）／（16）k21＊ゆ1・ 1ご　 ㌔ 1⑳ 爾k6≧6）「！：1 一亮30ナ1／Φ1き）（4き）1『（き3） rlン

　 ’7’ 「！ 　 」1』『
㌔』r』 』　r ロ1』 ［　 ・　1 ”・』 ”　・『

1ン．主 関係団体刊行物に掲載樫㌘1㌧』イ凝欝勢態押騨轡

囎翻騒灘用lll』1二・魏離轡階
講響解磯●書店、，1 』rの灘纏舞職郷そ

　　ホ　関係機関の研修会さ利用　　　　　　　 （a）　　　配布された目録の市町村における利胴方法は，（1）の直

　　へ蘇緬よりの照会剛用　 　（1）翻用の例と同謙綿淋きもの壱脚・ダ
　2）児童福祉審議会　・　 　　　　　件数（14）一　3．　目無についての意見・

二．灘鵬轡　
lll の灘禁禦難よ糠る1脚）そ

　　パ　審議会委員に配布　　　　　1 　　（4）』　　1）送付方法について　　　 』　　　件数（18）

　　昌臨騎鵜蘇団体と嘱しおいに使用　イ緻多く．（管下略蹴 鰍腿付するに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ン　　 　　犀りるだけほしい）　　　　　　　　　　（耳〉・

　　射各槻鰍で鴎撒に励しているので審　・肱主管課に郭噸送付されてし・ゆを別

へ酢認購顯駕　111 こ撫錨魯館宛を希望』』1』9’r

　3）」教育季員会 　　　　　　　　　　件数（9）　 　2） 内容について　 　　　』　r　　 件数（8〉

　　イ　図書選定に利用　　　　　　　　　　（3）　　 イ　推薦図雷冊数の拡大　　　　　　　　（1）1

　　ロ　図轡紹介に利用　　　　　　　　　　　（5）r　　　ロ　通知頻度の増加　　・　　　 　　 　（1）

　　ハ関係機関の資料と1して利用　　（1）　！’該当購の酷陳列
F （2）・、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7251一
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ホ

へ

ト

不良図轡の規則を望む

選定を厳格に，冊数を少なく

学校や公共図露館の推鷹察業との協力

目録の縮刷又はダイジエストを

3）　印刷について・

（1）

（1）

（1）

（1），

　　印馴を鮮開に・タイブ印刷琴トて・用紙を上質紙

　に，又は薄紙に等，コピーしやすいための要求が

　（6）件
4）　その他　図雷購入に利用したいが図露費が少な

　い，という悩みが（1）件，及ぴ，県独自で目録作

　成しているので審議会目録は利用していないという

　のが（1）件あった。

IV　統 括

　以上を概観すると，推薦図魯目録の送付が昭和26年以

来，4半世紀にわたって継続されているにも かかわら
ず，その利用は至って不十分と判断される。

　主管課と審議会に於ては，受顧と保存はされていて

も，直接利用，市県村への配布と利用は極めて僅かであ

り，教育委員会においては，受領さえ11か所にすぎな

いo

　主管課，審議会と教育委員会の差は， 目録の一括送付

にも問題がある。主管課と審議会に同一庁舎にあっ て

も，教育委員会は履々所在地を異にしていることが考慮

されなければならない。

　目録は各市町村段階にまでコピーし配布され，各施設

等での図魯購入や優良図魯紹介に利用されるのが目的で

あるが，そこに至らぬことの多いのは，一つには担当関

係者の，推薦目録の目的に対する理解の不充分さ，二つ

には送付部数の少なさにある。

　送付部数は各県の要求数も異なり，必要部数全てを中

央が負担することが可能かどうかも問題である。まだコ

ビーの労をとることが各地方で不可能なのか，これも担

当者の理解度に依存するのか，労働条件がコビーの手数

を許さないのかo

　これら二点については，各地の関係者と中央との話し

あいが必要であろう。

　目録の必要性については，否定的なもの一件を除き，

ほぽ肯定されているので，取扱者への理解度の浸透を，

研修会等を通じて普及させることが必要ではないだろう

かo

　図轡購入費の少なさを嘆く声もあったが， これは貴重

な声である。この方面への配慮がなければ，推薦図雷目

録は単なる一片の紙にすぎなくなる。

　推薦図書目録の普及利用が，児童福祉施設の図轡費増

加となり，地域の轡店を刺戟して雷店店頭にも推薦図窪

が陳列される，そのような状態になるまで努力が続けら

れるべきであろうo
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．i～繊森脇他＝・児選文化財の研究編”1

　　　　　　　　　　　　r『　 鼓r罵　　　一・。汁rうーム獣∫・ご印ご

黒婁の観、、壌1，廓応篤潤薦惹澱瓢，

、（、　r

r　、　　　』1

～こrご二

　　　　［1　　・・　　　’　r』、』　　、 、1「六』ら咤」黛

む礪繭 丼S桑、　　、、『

　子どもの健全育成のために，子どめをと’り鞍く文化環

境をととのえヂより良』》丈化財を与えてレくこと那必須

であることはいうまでもなヤ　しカしし文化財を与える

おとなの立場か．ら獲測むオ！「良サもの」 が，、必ずし宙子

ども に適切であるとは限らない。子どもの文化受容の問

題は，科学的な基礎的研究のすずめにく恥領域、でむあ

軌 それだむに児壷福祉や児童文化関係者がらの基斑的

研究の要望はつよい。今回，われわれは，こあ基礎的研

究めびとつとして児壷劇をとりあげ決。　㌧　　〕イ　￥一

　本研究では，』観劇鱒おける児童グ）臨場反応を微視的に

分析し，卑童g理解や興味をさぐり，さらに，心的活動

r斉しての謙現と・観賞の課題を追究すること を・目的・と一す

1る。

i　n 研究方法　 ・　 ．f～～！・…　．

レー
i1．対 象

　東京都の小学6年生，観察記録一男62名，女62名，計

i124名。感想文分析一男24名， 女3¢名←計60名。。

2．材料
　　「冒険者たち一ガソパとその仲間一」子どものた

1めのミュージカル・プレイ（日生名作劇揚公演，劇甲四

：季出演）　　　　　“　　　』 ・　　　　　”〕一一 一　）・

原作●蔽隙（「購者たち7ガγパと15匹轡剛．二

、…卵年アリス鰍縦刊’荘嚇βン測レ　．、

騨●山川啓怨・・即 鯉塵天．，、二、蝦

孕作曲・いづみたく　　振付・山田　卓　　　、、・ニャ、

　（二幕七場上演時問2時間10分）　　1 簿亭＝、

　　　　　　　　　r、二 　 ，P　－』、Y了唱く）1・　i　‘、

《輩場人物》

iガシパー　白町ネニメ1ミ1く（主ス公） ・二　・・” 詐ぐ二i愁　碧げ

iマ γブク…　〃　　（ガソバの友だち）“　　礼1ンー・㌧’

ガ㌍ヤ…船剰願ミζ熾く）∫＼ゴーベけ∫、、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　F：ヨイシヨ㌧・・　〃　　　「（力自慢），　’，　1

』イカサマ…　　 〃　　　’（何でもサイコロで」ぎめる5

。二．ヒ脇』＝L＿死＿ ～．．『
（ダソスの名手）．

㍗　・・　ご秀疸耕究者ン

　　　　盛ヤ　　鴛’

、て器

し　r、

1受11に1

　ζさ

「、　㌧

星・　　美智子罫爵』

「欝フ1ド鉱漁、ド跨

　　　　　 曳　　　ぐさ．k～

イダテソ・・　　　　』究て足自慢）　　　び

シジソ・・…　　 〃　　　（詩人）　　　ぐ灘掻Q』

兼．ちΣ宗　畠港ネズミ（ぼんや．り夢みがち）　・l　h玉『

牙イ余シ晶島ネ「ズミ（島が『ら逃れヂ・船乗・り塔蒙醤の中に

　　　　　、＾ 蔦・「るう』，　　　▽’・研 1

恵張、酬ズ餐領”　
5二：・

F　　　『㌧　『、　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
忠太の父…’』〃・艦　　　　　　’㌔扉　　　　『ぴL

潮・幽・・誰　　1三総鷺鋤　a・　」こ警　髪

毛＾郎……‘㌃グ∵ぐリー愛≧み痴！艇禾摘）1《』雛

》ツ箏　　オ～お、勇チキ鋼貢．裟鳥たちあリ島ダ公＞ン・1

〉廿：！6…1・イ湯4・（牙タチた参の栄ス）』一μ刃じ　「．5

　《梗鹿》　　　　　　　　　ヤ然　　三』1　　　嚢r叢

　〔一幕〕’r ｝』

薫鍛羅欝鴛雛譲藩麟
にさ そ翼船を卸かと・して七吻海蝉険騒懸

　りネズミφヤテ猶出か1騰∵韻晦ρヤ’燐姻
　ミの忠太が≧びとんでくるら島ネズミ を助けにいこうど

　皆立筋、カをる㌧が∋さ湘手カミイ・タチのソ♪戸rイ 一族と知るトと，11

　　　　　　　　ど　　デ　その恐ろしさを知る船乗り・ネズミ＝は一時尻込みするよ結

　局，ガソバをり■劣」乏し｛皆廼イ；淋←だぢとの戦称に

　島に向うことに誉る。島につぐ態影無気醸馨おとしり

　粛ーて猪り粉搬屍筋旗ほジゾ蟻ち．釈
　ミをイ》譲齢訟購蝦蕨づである諺みた

葦鱗議灘難雛毒購1
・題り父姉（鰹猿筋朔勲，、黛i

　．，辱纂賑．．、、ご　　亙、、、｝　㌦　　　一ト τ

　　岩山のカくれ家廼峯零ミ・たちの作戦会議欲そこ・甥タ

つ

　、．∫

毒5』チが出現し凱犀《いるネ ズ：ミ たちを食べ顯ので・さ看

　、う）6㌧それがワラ£だとガゾンくが：断るrとし．イタチたちは1なま

・⊃め幽・膨轡畑筋掬惑す蘇ご巌骸吋
　　溜の賄諭秘難お島右好だち鎚）・拗。、

　　漣き残無麩映蘇轍る螂ρ癌磐
　　で仲齢醜そうにな峯，、㈱蝋を線凝堀馴一
　 はにが5で鳥を逃げだ塚である ことを崩かし，罪亡ぽじ
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に自分からワナにかかって死んでいく。ボーボがその後

を追い傷つき，皆で助ける摂死んでレまう。歩一ボの水・

葬をする。ツブリの応援を求あに危険をおかじ《使者に

立つガンバ，見おくる潮路と別れを惜しむ。海上でイタ

チたちと決戦がはじまる。敗戦の色濃くなったとき，ツ

ブリたちがガン〆を乗せて到着，窒からイタチを攻甥

し，勝利をおさめる。一 ついた潮路，ガソパに抱かれて

，慰絶える。潮跳の埋葬。ネズミたち，また新しい冒険を

求めて広い世界に旅立つ。フイナーレ。

《材料の選択》

　本材料は，学童招待公演であり，1）劇揚の観客全員

が小学6年である，2）公演回数が多い（年に6月と9

月，各30回づつの束京公演），3）劇は対象を小学高学

年にしぼって作られ演じられている。以上の条件によ

り，これを選択した。他の児産劇は，小学低学年向きと

思われるものを，3～4歳の幼児が観客であ ったり，お

となと｝締であったり，対象年齢がばらばら であ、る。そ

して，公演日数も2佃3日から数日で他の劇場に移動す

る。この点，日生名作劇場は恵まれた実験材料、といえ

る。

3．一手続き

　1）　観劇中の児童の臨場反応を記録する。予じめ台本

から，30のシークエンスに割り，主なセリフを記入した

記録用紙を用意する。一方，予備調査のなかで多くみら

れた子どもの行動を類型別に記号化する。観劇中の子ど

もの行動を舞台の進行やセリフと対応させながら，マー

クし，あるいは記述していく◎観察者は，被験児から気

付かれず，しかも被験児をよく観察できる位置の子ども

をえらび，隣席同志の子2名を観察する。同時に劇揚の

観客全体の反応も記録する。

　2） 終演直後1観察者は被験児2名それぞれに，用意

した14の設問を中心に面接調査をおこなう。

　3）後日， 劇場側に寄ぜられた感想文を分析して，観

劇反応を考察する。　　　　　　　　　・

　4）　出演者たちと面接し，表現する側からの意見や感

想，および子どもの受け反応などを聴取する。

4，観察者
　大学で心理学専攻し，子どもの行動を，客観的に逐次

第1表　　記号と各行動

拍

戸0

2
♪

P
口

図

図

8
、～『・

㊥

M
T
V

△

×

　↑

◎

～
r　II

什

λ

◎

十

☆

拍手

　じっとみている。のりだす。 緊装すう、

期待。せきばらい。 暑が享燕2，てクび上為（新しい人物。場面への期待）

一緒に歌う

　ブログラムをみる

笑う

　く すヴと笑う。にやっとする。』しのび笑い

ひやかし笑い。ふざけ笑い い

・泣くる涙ぐむ。しゅんとなる　、

不安瑛る。恐がる。 潟びえる

r段落してほっとする。累張がゆるむ。一のび。あくび。一段落での身動き。姿勢かえ。

　身動きく意睡のない身動き。姿勢を勘える。，坐り直す）

無意識の手いたずら（舞台を見ながらのものだけ）髪・プログラム・指いじり。爪かみ等

よぐみ。 目をそらす（他り子を見たり， 照明をみたりするのは含まない）

いたず転舞台を遜ないでか嬉んをレ》じったりする（他の子に迷惑かけるいたずらはx印）

　劇に闘係のないおしやべり。 他の子にちょっかい・いたずら。

舞台を指さす。かけ声をかける。舞台への返事。出演者に手をふる

ひとりごと。セリフをまねるくぎきとれるかぎり雷葉を記入）舞台の動作をまねる

手拍子。リズムにのづて身体がうごく。調子をとる

他の子と顔を見合わす。 目で合図。うなずズ（顔を見合わそうと一方的に他の子をみるのも含む）

　内容についてのおしわ尽り（身体をよせあってのおしゃべり什λ）

』1身体をよせあう。隣りの子にタりかかる。抱きつく（二人で一つのブログラムをみるλP）・

、謡しか蚊られて無視r 「ク～レサィ」とまわりを制する。　「シーッ」など

大きい音に耳をふさぐ。まぶしくて眉をしかめる（舞台や音響などの強い刺戟に）

　天井をみ為。 照明をみる。音響の方に注意をむける
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と・

『第 2裏 二

　　　　　　　、 r1位 二2～位
， 3位二

〔第1幕〕』一い『

①幕をあける歌　 ・』r 』海’52！や 46三醤i』 9

　　　　　　女　　♪　　58　　P　　44　　㌍　　19

　　　　　　計’・♪　110　』P　90　～　48

＜÷場＞ガ影バのねぐら

㊥だマイの鎗ぐら・ 。！　、、10』45　〉』18』＠ 16

　　　　　　　043P17∫の
15

　　　　　　．、1、つ銘の3エ？1、3P
㊨ヌどプク葦だソパφ会話、　0　47　□、2q一 び125

　　　　　　　○ 5β ロr33日黙6
　　　　　　　、0103 一ロ 61 ＝T 41

④ガ≠芥とヤソブクめ歌rこ』 055P．』3　革丁 8

　　　　　　　056［コ』10P’ε1
　　　　　　．』1シ：0111㌧p　i171二□T131
くと二場＞港め倉庫＝一

嘩鯛庫
　　　　　o■
⑥自芭紹介　　　　℃

⑦町ねずみと港ねずみの　‘’

・♪カだめしヅ

、1 ’laビ　 誌！　・　・1吻

曾懲媒。乗鰹墜㍉、

　　　　　「石．
⑨忠太登場一

r　“　愚　㌧＝！　イ
、⑩ガソバの歌オイボレ’

，、ボβボ登場　　ミ1 心

⑪リ←ダー選出’

く三場＞弔構c 、、、、

⑫甲板自！敵熟芦宰ギ》づり

の会譜

之酋場》岩穴の前』

⑲岩穴ゐ前1、ピ
、、r

コ 　　亙… 　．

　．轡ズ碧辺声

＠ヅブウ婁を現わす

○「》54ズT『1マ P1』多．

0　50　P　 101』口丁7
0104T24くP冠8
0必㌧T

23こ1口r・巨0、

048　P　201 T　12　・

，092
T 35 」P 33

076□』「’盟◎i221

044ロ20．零17
0手～o 、口τ 44、姻 31・
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的に記録できる技術をもつもの6名，各公演につき2～

3名で観察する。

5』 日　時、

　日生名作劇場東京公演日。 1976年6月公演で予備調査

をおごない，1976年9月7日～30の公演日に観察。1977

年ユ月，感想文の分析をおこなった。一

皿　結・　果

1，臨場反応

　1）　シークエンスによる反応差

　まず，記録さ1れた子どもの反応を《一緒にうたう一

♪》，《じっとみつめる一〇》など25の詑号（第1・表）

にホうて』被験児ひとりひとりについて整理する。つぎ

に男女別にひとつびとつの反応を舞台の動きやセリフに

刻塔さサF集融する？

　これを餐シrク茜ヌスごとに男・女・計の獲数を東め

る。シーク昌γス①～⑳でこの頻数，すなわち，反応の

多い順に3位までを列挙したのが第2雍である。

　こ；でみうよう醇 男女の計の各シークエンスごとの

第取を樋ど1《1じ6燦彊してみてし・る》が19のシ

τクエソ不ゑ占菊拳g他の1位は《笑う》7，《歌う》

2《ブPグラムをみる》2になっており，これらも劇に

のっている行動であ り， ：』初めから最後までかなり集中し

て観劇している’といえるるただし，男子だけの1位をみ

ると，《お’しゃべりF。いたずら》が2シークエソス，《身

うごき》々｛1ジーグエシスみられる石《おしゃべり・r》ヤ

たずら》は画と吻牽舛ソスである。⑳には主人

公ガンバと潮路の別れを惜しむ会話とデ屯干ン誘俊躍り

櫛りゆは潮騨ガがの腕の中で騰えるとこ鷺
あるQなお，女子のばあいは＠⑳の1位は《プログラム

をみる》行動である。・男子の《身うごき》が1位の揚面

は，③のひきわけみとぎであり，これは，前の⑦の場面

1鯵リ麺力勘墜糠してレ・たすぐ後の踊
紘って麟9、

、、，

　以上のよう奪第義位ドあらわれる行動は男φ例外的場

面をのぞいて楽中度のたかい行動であった。つぎに多く

みられる行動を2位と3位でみる≧，《無意識の手いた

ずら》が多ぐ，一《ズロ弟ラムをみる》《笑う》《弛緩》

などがこれにづづ1ぐ。《無意識の手いたずら》は目は舞

台にあっそ唇“じぢた肱ブログラムをかんだりしてい

獅駅おり尽藤》は顯の強レ・踊のあとに鵬
1ぐ茜猿苑動蚕るρしたがって，2～3鵬多い

子どもの行動璽み∫ も本公演に子どもが熱中してレ）喬と

いうことが1できる♂：．

　2）行動類型別の検討

　？ざに，子どもの行動それぞれが，どのような揚画に

もっとも多くみられるかを検討した（第3表）。

第3喪 斉行動のr番多いシーソ

拍拍手、 』』1

．○緊張

㊥期待
♪．一緒をこ歌う

Pブログラムをみる

口笑う．

卑ゆ磯い
図．ひやかし笑い

8泣く・涙ぐむ
～恐が為o不安がる・

⑦・弛級．

M身動き

丁無意識の手いたずら

Vよそみ

△いたずら

×おしやべり

↑指さす

暢毒勝を轟
／㌍り．ズ為，にのる1 P

lll 他の子と顔見合わせ
　　穀

錬容勉て言静
羨隣の予と身体よ’せあ
　　う

』◎話しかけちれ制する

1楼き琴音嗜奪

噸鵡7イ㌧謙

シーン翻L麩
男女計阿女、・計

⑳

⑳

⑳

①

①

⑳

⑳

⑳

＠

⑭

⑳

⑳

⑳

⑳

⑯⑳

⑳

①

⑦

①

⑳

⑳

⑳

⑳

⑦

⑳

⑳⑳
⑳　⑳

⑳　⑳

①　①

⑩　⑩

⑳　⑳

⑳　⑳

＠　⑳

⑳　⑳

⑭　⑭

⑳　⑳

⑳　⑳

⑳　⑳

⑳　＠

⑩　⑳
⑳』 ⑳

⑳　①

⑳

⑳

⑭

⑳

⑳

⑳

⑳

⑳

⑦

①㊨

＠

⑳

⑳

⑳

⑦⑳

⑳

66　55121
112　114　226

22　23　40
5258 i10

46　58102
131　122　253

18　32　47

21　1　21
22　26

48

16　13　29
461 2 一8＄

57　43100
51・81

132

42　31　71

24　13　33
44

』18』．60

12、 1、9　　　0

22　9　27

29　27　r48

8　7　11

22　32　46

5．12．15

』81き・21’110

6　10　13

26　24　50

噸手》騨㈱；みられる力畷の榊爾1難・
り751弗》二幕の郷で翼と増力旦しているし、、、

、．

・《緊張》のりだしたり，冥剣にみつめる行動はむっと

も多くみられるが，とくに際立って多ヤ）の曝曾㊨場函で

ある。イタチの残したたべものに皆の反対をおしで七郎

がとぴつヒうζ する，オイボレがとめて自分がいくとい

う，オィボレが自分の遍去（生きのびるため島を捨てた〉

を話じ，老い疫命だから、と，皆にイタチの正体をよ≧み

ろといい自分からワナにかかって死んでいくじそれを追

っ て蕃一ヂはイタデに殺されそうに尊 り， イ衷サマぱ自、

分の命の次に大切なサィコロを投げつける。ボーボは気

に入った馬の歌をう九ってもらいながら，慰絶える。魚に

一256一



il〔1穐森脇他武児敵化財の研究渥榎11

　な〉り‡だルく乏ヤ§6，で』V憾ボ㌶オミ∫セ皆さ確＝魚誌なサな塗トと思

　いをごめ之水葬にする計　・㊥い丁 一P
、’＝ ∫乙 」燕警でシい

　’1全体のながでもら舌も繁張を持続させズま，た緊張の顔

　度も高い場面であった。・』てづン 　▽；1’ 気三　亡’ρ富（■

1マ《蠣》禰踏卿場齢嗜郵r跨灘搬ズ
　ナギ溶プをイ喚ヂど恵“ご庵だり する伏線がある1｝だ｝け

屯…・いっそう7イタチの登郷《騰する》子ど嚢碗

辞がらま紐帰審・粛嘆載琳衆戦ぢ繕戯て
　熔る場面に多いぴ才オξ』ズデ華 ド、リどガシバの到着を待

ぢわび右子ども1たちの気持があぢわ耗之らる。，ぐ忌ゴバ

　　《瀦め層》当鱒綿指凝う瞳 曝を謝
　る歌」 に多恥あ｛’』←幕1二100．：に対」じ・二幕はn85i1ど減じ辺い

　る。ミュージカ西ナシパ声｝「行ぢう1ま仲間だちゴ1二ば声何

　画がうたわれるが子ど電たち壱致名づづ歌ぢ宅お1り：1フ

　諸 ナーレに憾12名の子が一緒にう’たら ている51・1 ド”．爵i・

　　《ブログラムをみる》新’じ’妥登場する天物があ る芝 ラ

　ー愛歩広をみで確認する，』だとえぽ圷恵太』、しど開本ξブ

　・グラムをみて目で確がめでいる占二・また1”』登場入物あ配

役をみたむ毒す畜許零め他驚歌の歌詞をぶおたあテログ

弘齢かる評番瀦グ弘をみるの移が旋の
は，二：⑩であり，ジ』こごだば宗填翁ヂ藤イボレが名のりそた．

謄考シ評蝉ソ羅 カ：鱒ll ガク岬などそれぞ

嘩聯を㈱づ鵬號が卸εコ非グラム齢砺為
が箏ぎ比多偶めが⑳め場でおる占』』⑩あr102人に対・じ92入

がヴ直グヴ云をみているよこ乙去ほどくに新しし～登場人

．物ほな楼贈越潮路あ会話齢ユ・崎ゆ踊秘
　るじいわゆるラナシーソのところであ吃子どもたちが・

眉をそらすためにプログラムをみで墜番のがわ測る“潮

・諮夢死ぬ⑳の場面でも同じ串うにブ百婆ヲムに1目をおど

　しで恥る．も二のが47みられるるく＝1 『i， f’」1、ぶ
く

』㌧＝ きk肴魚i・i3

　、『《笑う》イタチの登場する場面璽でレもらと竃笑照がr

轡贈？と：琳を勘 し酸心感もあるらしぐ湾

、鯉騨麗臓灘やわらいでヤ》凱つ畝鯉艶
，』峠糎繍禰多畦伊所ちの身体を くね嘩手
．勲齢動作に捗グ旗ぢ1ている81・またルイ カいナ

ナ蝶畔解るど鍋蝿笑ゆミおこる・r他購溺
研添なむぐさに爆笑するよ5　∫ 』 い』ぐ△

・＞ ぎへ尉

　録こーどぱのおがしさ，』 三粧毎7を理解してむ笑づ』1て．喚

為鍵》矯わな縮概耐ウラには何筋る」：』とい

与と1オ菅イが1 「褒には山がある』・乏答えるところや鼻作

戦会議壷ガンパの「よく考え更くれ∫にポーボが「ずう

ら乏考え更たけど， 余”1はネズごより魚に生れればよか

　参牽∫と量う場面などであるポまたジー「むだ塗抵抗はや1

め盤吋隷どご力溺点があるだろう」な1ど流行語でど

っと笑ケ。’匿〕』 一㌧ ジ1ニド・♪・二k㌧・・

　ミ：歌やおiどりのたのしさににヒに亡笑鵬、’こリ魚ダ』が分

硬容にきまらたりヂF危機犀やづとガソバが到蒲：したりす

る、どき婆満足し定蓉なづぐようににごっ，としている6～∵

　「ガソバと潮路のデ蟄屯賦ドや愛のことばの場面では‘“

てれ笑いが多くみられ為。とくに男子に韓亥子に遜5れ

ないひゃかレ筆悔がある誌また，きオ紙ボマやポ．掠、堺の

死糊路硯の悲晦騨鰍嘩こ昏麟腿を融
かすため収嫉賊多騨⊆ ・匹㌧蔦駅
‘、劇のながれどして笑いと無関係な場面で笑うこ窓 はこ

の他にもみら褐1・講楽の水葬で灘埋めるとざ’ぴ

ボソ」 ど海の麟蜂妓参「イ賜だ君乏二いワて
皆が壁にはηつくどころなどは，・1笑いの場面でないのに

抹消的麺的な雛販応しかるどレ～魅うσ ン
　5また培「町のネごぢニミ大海を知らず」ヨ丁夢なた方は23門

顯管期触砿堺鑓婬おとなの笑噂さそう
　と；ろ委笑いの反応がない51シ鋭ンのヤダブ「行ぐ苓き

か行かざるべぎが」～ ｝「行く1過行けば1行く，時，曳 行けよ，、；

はい1行きます」など摩子どもたちの笑いの反応は多い

が・渦ム吟 陣蝶り糎淋どしでではなく・1、瀦
の亡とばと動作めお於しさを笑らて》～るひ ヲ［己1』y

　∫《泣く，涙ぐむ》オィボレ，・ボーボの死，潮路あ死ゐ

場敵鴻穐嫌淳死離ぎ翻斜紀初ガ
マめ≧とばめやり．どり之ほ皆ジ裏シ乏：して，しまう‘阻’』｝

　ボーボ r……海は広昏なあ，…どこま宅も続ぴ《》～るよ・’

赫轟ざ臆秤勧嗣師凝んだね諏鴨や
撮吻渉源駅麺瞬ぢ醇・イカ振さん淑、
⑳働獄凄妙績髄撫じ郷鯵翻協の

．島のうな，ぽくすっ がむ無にいってしまった。だって水・

平線の向う，に赤硲蘇鉄が咲恥てひるなんてすてきだよ。

あの歌もう一度ききたいな．烹」、1些、轡示カサぎうなづいて

歌う。・果←ボ息絶えるεLイカサァ1「r珊お蔚原に蓼玖た㌔・

いうて言づてたなよ・炉一馬鹿野郎，ゴみんなに迷惑がけや

、施て藩生・お前も揖救も‘級鋒の最後ま寧た

』ちを笑群やがらて吻鯨な偽＝摂榔壁融
、

泳ぎな、・栖」、ボ輔舷軟麟する61糠ll！礪ぎ

　なお，曾⑱の潮路がイタ牙にやもれ，i麗潔ζr姶腕の中、

1：磨繍器葛罫考が轡ぞ轡讐』1

　《恐がる・不安がる》いよいよイタチの暉碑酵．
』

る不気嚇笑い声が鶴働か ら麟きわ煙疑参，
おなじ声の主たちが「死んでも額ます」』腿討1嘱、ζ

グナソパ温をうたうとヒろで子どもたちは，チ 恐が6渚身
．体をかたくしている。r’：∵　　・、』“・ ご

1㌃

営．括li墜i季

・働緩》《身動き》《無餓の手いたずら》鴬『簸舞
翻面にもっとも多くみられる・瑚面は礁卿藤

一25字一
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⑳のイタチとの踊り合戦が慌段落してホッと緊張がとけ

る。また，オイボレやボーボの死演あり，たびたび緊張

する場面があり，それにともなって緊張がゆるむ回数も

多い。さらに，シュソとしたり，涙ぐんだりするのでテ

レかくしに身うごきも多くなっている。

　《よみそ》《いたずら》《おしゃべり》退屈したり，

舞台に興味がなかったりする場面をみるために，a舞台

から目をそらす，b自分の持物などいじるいたずら，c

他の子によよっかいをだすおしゃべりやいたずら一の

3段階にわけてみようとした。しかし， 結果は，この三

つの行動ともに⑳にもっとも多く，つぎに⑳になってい

る。これらのシークエンスは，いずれもいわゆるラブシ

ーンであり，「君に書いたいことがある」「君を愛してい

る」のセリフ， ガソパと潮路のデュエットでうたい踊る

ミ昌一ジックナンパー「今度会ったら」の易面である。

すなわち，退屈や興ののらないということとrは異質のも

のが多かった。これらの行動は男女ともに多いが， とく

に男子に多かった。

なお，《よそみ》は， この他に涙をさそいジーソとく

るところで，涙をこらえるように目をそらすことも多く

みられた。

　つぎに・舞台にひきこまれる行動として《指さす》

《ひとりごと，動作やセリフをま ね多》《リズムにのっ

て身体が動く》についてみてみる。

　《指さす》舞台の登場人物を指さす行動で，①と⑳，

つまり，はじめと終りの全員登場の場面にもっとも多

い。登場人物の多ぜいの場面で人数をかぞえる予もい

る。

　《ひとりごと， 動作やセリフをまねる》は，男は⑦の

レスリソグのところで登場人物の動きといっしょに力を

いれて足をふんばっている。女子にはそれはみられな

い。乾盃するところとノ仁イがバナナをたべるところで

は男女ともゴクシとつばをのみこむものがみられる。ひ

とりごとでは，オイボレがとびこむと「イイゾ，才イボ

レ」と声をかけたり，忠太，ノ巨イなど，はじめての登

場に，「忠太」「ノロイ」と口走るものが多い。

　《リズムにのる》1「幕をあける歌」「行こうよ仲間た

ち」の歌と，レスリソグの場面の音楽にリズムをとって

いる ものが多いO．

　なかまと哨緒に観劇をする特徴として，《まわりの子

と顔をみあわせたり》，《内容について話しあったり》

《隣りの子と身体をよせあったり》がみられる。互いに

共感していっそう興を深める行動としてとりあげた。こ

れらの行動がどんな場面でみられるかをみるとつぎのよ

うになる。

《他の子と顔をみあわす，目であいずする， うなずく，

など》男子はラブシーソの⑳，女子はツブリの不気味な

声⑭に多く，男女の計でみると，⑳のボーボ，オイボレ

の死がもっとも多くなっている。

　《劇と関連したおしゃべり》がもっとも多いのは，男

子は⑳ボーボの死，女子は⑳の潮路の死の場面と男女が

別かれている。

　《身体をよせあう，よりかかる，抱きつく》男子は数

は少ないが，⑳ガソバと潮路がみつめあらて二人でうた

うところ，女子は⑳潮路の埋葬にガンバが「海の子守

歌」のミ昌一ジックナソバーをうたうところに多い。

　以上の他にみられる行動は・他の子の話しかけに揖否

する反応，照明や音響外の反応であった。

　《話しをけられて無視する，制する》数多くみられる

行動ではないが，⑳のオイポレやボーボの死の場面に一

番多くみられる。男子に多い。

　《大きな音に耳をふさぐ》レスリングや海戦の場面の

音楽の音量に耳をふさぐものがみられた。

　《天井の装飾をみる，照眠音源の方をみる》シーク

エソス⑳に男女とももっとも多くみられる。どの場面か

というと， ガソバの腕のなかで潮路が，息たえだえにガ

ンバと言葉をかわし「今度会ったら」のミ 昌一ジックナ

ンバーをうたうところである。 男子26，女子24で∫つ

ぎに多いッブリの声の音源をさがす，男子19，女子22よ

り上まわっている。男女ともラブシーンに目をそらすた

めに天井をみたり，照明をみていることが明らか・であ

る。

　3）　反応総数の男女差

　男女差を各行動頚型別にみたのが第4表である。観劇

中の各行動の頻数の総計を出して全体を100とし，男子と

女子の割合によっ て比較をした。明らかに差のあるもの

についてみると，男子が女子より多い行動は，《ひやか

し》（男98％，女2％），《話しかけられて無理，・制止》

（男82％，女18％），《いたずら》（男71％，・女29％），

《おしゃべり》（男63％，女37％），《ひとりごと，セリr

フや動作をまねる》（男75％，女25％）、である。女子の

方が男子より多いものは，《ブワグラムをみる》〈男4Q

％，女60％），《涙ぐむ》（男35％，女65％），《音や光

に耳をふさいだり眉をしかめる》（男33％， 女67％），

《身体をよせあう，寄りかかる》（男23％， 女77％） で

ある。ここでみると，男子はひやかしたり，ひとりごと

をいったり，いたずらしたりと動きの多い行動が目立

つ。とくに対照的なのは，隣りの子に話しかけられて無

視したり拒否するものが男子に多く，隣りの子と身体を

寄せあったりするものが女子に多いことである。
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子ζ硯行動の一致度を見稼して遜た。同一観察者の記録

がう・。女の子同志・男の子同吉ゼ男子と女子の隣り同志

の三通りを各5組とりだし，参なじ≦隣り同志零蓼めも

のそれぞれ5粗づっ，都合30緯，のべ60名め行動を対象

とした。まず， 一恕のベンゐ二人の行動記録をつきあわ

群同髄瑚反摩 し《いるものをチ等ックする年

ヒrそ／④結果は第5表D諏3＞となる♂ これを30紀め平

均2呂．7を拳準ぢしてそ詐デれの合致数を図零亥逢教第 ；
叉耳なる。・；そでみ奇ように，女子同志㊨ペァグ商い倖
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よ ワ高い⑩移％締の男子・女子の曝至窒男

1鱒合餓2継醐下聯茜静5馬脚
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／

第1図

『）・ ヒ

60

40

平均
（28の

・20

●印隣　席

x印離れた席

“〆　 〆■

、ヨ

男1　女 　　男汎
同 　　同、＝∫、、 な管

志　 志　女．
　　　　　　h・1 り畦　　・1｝・L

一259一



日本総合愛育研究所紀要セ　　 第13集

第5表一1）男同志

隣　　　席 一醐 離れた席． 一致数
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ったり共感しあっているものと考えられ袴。したがっ

て，子どもの実際夢ペアリ隣席同吉な転一 さらに共通反

応は高くなると考えられる。

　つぎに，反応合致数を5粗づつ合計して，男子同志，

　女子同志，男・女，の隣席と踊ウた席の比較を』．し、てτみ

　た。女子同志の隣席の数値がもっとも高いので，これを

　100として指数で示したのが第2図である。
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　　5）　観察者間の一致度

　　観察者は2名の子の行動記録』とともに，劇場全体の雰

遡気（笑い・ざわめき漂張な崇 嬬録している・こ

　の記録について，観察者3名砂4容演の相互の一致度を

　しらべた。その結果は

　　A：B69，2％B＝C73．3％』A∫C65．0％

　、1であった。平均約70％の一致度であった。、なお，観客全

1体の反応は，記録者の席の周辺の反応から記録される。

　’1したがって，観客全体の反応も，．一 グル［プごとには3
　．・割ぐらし ・のちがう反応がみられるといえる。今回許ひど

　 りの子を複数の観察者で記録する条件がととのわず，個

　』々の子どもの観察者間の一致度は出せながった。㌔

，2．終演直後の面捧調窒

　　騰後凝察都徽した遡鎚舞れぞれに1名
　づつ質問する。招待公海でめり，、学探参疹甲体で窺劇に

r∫きているので，帰り支度， 剰笏を 出る さわめきのなかで

　の質問になる。集団行動を乱さ・ないための配慮もあり・

　一問につきひとこと程度の回答である。しかし，観劇直

”後の児童の興雍と感動が質問者に伝わらてくる応答が多

　かった。

　　質問項目（付2）にしたがって，結果を整理すると第
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　らざるをえなからたものが多く含まれ之いる。・対象人数
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皆の犠牲になづた

　自分の罪をつぐなおう二と ”

　して、1是
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i第6表r曼7）オボr零はなぜ死んだか・

窺雛翫・、男㌧女

　　　 N＝62 N軍56

詩
Nl＝118

オイボレを助けまう と／じ・

て・：泌　到ア 脚
蝉鋤膜醐頃華
勲漆惑に縫か威㍗一1

構に鞠た溌計
究魚琴壕り禿ひと、思3恭1：1

亀もゆ之す早ければ死なな
なヤ｝
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歌』ロ　・、』．r」

、聖

鱗がらなヤ、1無答
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　23．2

　11L6・ン

162β二8

　1 ％讃答％
2035，7443名3、
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第6表一9）　ミ 晶一ジカルについて 第6表一13）　日生劇場について

盈621 直5glN琶121

・面白い・楽しい・大好きミ、ユージカルの方がいい
45

　％72．6

66
％m，8

109
　％go．1

普通の劇がいい 10
16．1 2 3．3

12
9．9

好きでも嫌いでもない 2 3．2 1 1．6 3 2．5

わからない・無答
10

16．1 0 0．0
10

8．3

第6表一10）舞台装醗

註6、1直611N甦122

すばらしい・すっきりし
ている・みやすい

よく工夫してある

舞台転換が早くてよい

物足りない・本物らしく
ない

難しい

無答

32

9
8

10

2
3

　％
52，5

　　％　　　％
5285．2　　8468．9

14，8 　914．8　 1814．8

13，1　　　3　4．9　　11　9．0

16．3

3．3

4，9

第6表一11）衣裳

男

N＝60

8

3
0

男　　　女 計

N＝58　N＝52 N謂110
％　　　％ ％

きれい・すばらしい・豪華 3153．4　5096．2 8173．6

庫い・天井が高い 1424．1　1630．8 3027．3

見やすい 64．8　611．5 1210．9

設備がいい 75．6　11．9　8 7．3

天井の装飾面白い 1220．7　 35．8　1513．6

音が立体感がある 23．4　00．0　2 1．8

広くて役者⇒炊変他 23．4　11．9　3 2．7

わからない・無答 23．4　23．8　4 3．6

第6表一14）観劇経験

13．1　　1814．8

4，9　54，1

0，0　32，5

お面・しっぽなくてよい

舞台や人物によく合って
る

表惰みえていい・親しみ
やすい

他の劇と変ってて面自い

お面。しっぽあった方が
よい

31

9

4

3

17

　％
51．7

15．0

6．7

5．O

28．3

直621N琶122

59

16

8

6

　％
95．2

　　％
9073，8

男　　　　　女　　　　　計

胃45　　　　N＝45　　　　N＝90

あ　　　る

　　　い

29

6

　％　
64．4　　32

5．6　　13

　％71．1

8．9

61

9

％67．832．2

第6表一15）今日の観劇会について

25．8　　2520．5　一

12，9　 12　9，8

9．7　。　9　7．4

914．5　2621．3

第6表一12）　わからなかったところ

盈621 遙551N童117

わからないところはない

　　％4572．6 4518髭 9．76％

戦いの場面ごちゃごちゃしてわからない

11．6
1 1．8 2 1．7

オイボレ死んだところ 00．O 35．5 32．6
最後犀潮路が歌っている 0 O．0 1 1．8 10．9
鳥の名前が難しい 2 3．2 00．0 21．7
話が歌になるので内容が

からない
1 1．6 OO．Q 10．9

何の音かわからない 1 1．6 11．8
2 1．7

1 1．6 0 0．0 1 0．9

ツブリどうしてでてきて
やっつけたかわからない

1 1．6 0 0．0 『1 0．9

イタチがなぜ悪いことす
かわからない

1 1．6 1 1．8 2 1．7

時々わからない』 2 3．2 0 0．0 2 1．7

無　答 711．3 3 5．5
10

8．5

男　　　女

N＝52　　　N＝47

楽しい・面白い・すばら
い

36i69毯36
％76．6

もっとあるとよい、 713．5　12 25．5

皆と一緒でよかった・小
校の思い出になる 35．8　4 8．5

踊りうまい 0 00　　2 42

心にジーンとくる

一番前で気持伝わる　

悲しし、こと多レ・。もっと

楽しく

ふざけたくなる他

わかんない・無答

00．0　　12，工

00．0　　1　2．1

計

N＝99
　『％
72

19

7

2
1
1

72．7

19．2

7．1

2，0

1，0

1．0

00，0　24．2　22，0

59．6　12．1　66．1
815，4　　　1　2．1　　　9　9．1

は行動観察をした男62名，女62名，計124名である。

　1）　観劇の感想はどうか。

　、「面白かった」「楽しかった』「感動した」「すごく

よかった」などのことぱで表現する子どもが大部分で，

感鋤してことばにならない子もあった。この他，劇の構

成，演技，装置に感心したり， 否定的な答えのものはひ

とりもいない。学校から引卒されてきているからか「た

めになった」という感想もみられる。

　2）　一番よかったところはどこか。

r鰍のところ」r批まヤ・に邸f帳くなる」r終

りに皆でおどる』などがもっとも多い。劇の結末か全員

揃って歌いおどるフィナーレかははっきり区別できない

一262一
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　ので一緒にしたが，一嫁を占め（いるポr皆と・カを命せる

　ところ」は女子に多くダ 「イ タチとめ戦いゴのどころは

男子に多い。輩しみをさそう潮路やオィボレの死φ場面

　を一番よかったとするものがある。一方，』こ6け小なイ

　タチの踊りを一番よかったというものむおる5ゼ1ごれは男1

女差があ洗．男子は女子の4倍になっているゆ　、》

　一3）　．この劇のねらいは何だと思うかg　 』・二営！ ・

　　「協力」1「友情』篭［冒険・勇気」’「「希望」・など，殆ん

　どの子が劇のねらいをそれなりにつかんでいるよ「歌・

　踊りでわかりやすく．楽しくさせる』のがねらいだとミ1ぼ

　一ジカルについてふれるもの，1 「イ、タチに勝づ こと」、と

具体的にあげるものもみられた。rわからないJ　r無答」』

　は，考えをうながしたり，考えている時間を待づ余袷が

　ないためにかなり多くなづている。，．

　4λ登場人物で一番好きな砂は誰が。 ∵』』 　一・’∴・

　男子は，eひとり1名づづあげるものが殆ん電で’ある

　が， 女子は「一番好き」の問いに何木がをあげ亡おりド』

　「皆好き」という丁みんな」を1と数 えても’男62 i女77
　である。r皆好ぎ」という答えは男子1人（2％〉であ

るの鴎好劇人1＜・8％珪ある・鳩男輝1名
　だげあげるのは， 女子が 「方ンバと潮路」 とペナで訪げ

　る子がいる めに，： 男子は「潮路」の名を口比するごとに

．纐飾璃届影凱働よちム、敷とも主人公似
シバをも参ども姓んでり玉るず男子は主入公のなかまでた

　ぐましレ～ゴイジ』』比 も人気淋集ら・セレi・るず ノロイ’が好き

　ξ小ケものむみられる5M女亭ほ 方ソバのつぎに慮，幣潮

’路， 皆好きという答えに集中している。

　　子どもの理解のあり方を具体的に簿為ため嗅1個鷹の

　登場人物の行動を中心に質問したのが，つぎの5）㌣8）

　の項目である。 ㌧1 ・』ド　∵”1　 　 邸　』1ズ

　・5）　ノロイはなぜ負けたか5

　 多1くの子どもたちば，’ねずみたちの「皆め協力」ン「寂

　ずみめ勇気やちえ』がノロイたち査負かすこどができた

と解しすい登禅純灯ガ需鯵ちの越触殖
r踊吟弊鮒ゆまう好ξレYう も碗噸糎こ

　でr悪レ｛者は負シナる・」　『’正義が勝イ）』と昏まじめ渉らぎめ

　ている も砂が多いとともみのがせ訟い。30名のもφほ勧

　善徴悪の劇づくりを期待しているか，あるいは現実もそ

うである＝と 思らている。 ㌦

　ゾ6）　オイボレはなぜ死んだか占

　　 「皆の犠牲にな6た」丁自分め罪をつぐなおうどじて」

　「イタチの悪さ牽知らせるため（犠牲になる具体的行動）」

　とかなり深く劇のながれ，ご登場人物の行動をよみとちて

　いる答えが70％近い6＝』方，5現象面だけぞ「イタチにや

　られながら死んだ』，と答えるもの10％近し晃区理解できず

r物ら躯という子・う・ま俵雍きず考え緬で
いる子も多い。』わずが215・％ながら・「食いしん訪だがら

死んだ∫とま ったくわがっ《いない子もいる♂ ・』

わ’ボ孟ポぼなぜ死んだかず 一・

・さきのオイポレめ死の答えとほぼ似た傾向＝そある5』

rオィポレを助け・ようとし《∫ 「オィボレに同情して」

丁皆の迷惑になるが ら」1・と，．よく理癖しているむみが約

50彦，1』「イタヂにやられた」賓具体的事実をあげるもの

15％弱である。∴「魚になりた》毫思らだてボー未の魚へ

の羨望は何度かセリラにでる）から」 ．「も1づと動作がす

ばやければ死なない上とい、う答えも3％みられるすPすぐ

答えがまとま らなかったり，わからないというものが25

％あった。』． 　 ・ゴ∵　、　二 　　 　 1一

」8）’ツブリ1離かよ　　　　　　1リ』
1登場人物の名前をづかんでいるかを知るため，』名前で

役参すぐわがらてじまむない rジブリ」を陥ぐことにじ

た5二』Fツブリ 」rはおおみずなぎどりのり1一ダ遥であ り，

ガソパたちに協力するよ約半分の子はrと・り∫’ るいば

「おおみずなぎどりr」1と答えてじ、るが， 「イタチ」’ の

問違いを含めわがぢないものが半分でありた。・登場時間

も少なく， ζガシバ ≠かんばワやドヨイショ＝カじまんの

ように名前だけで性格がづかめないためと考えぢれる61

　9）．ミュ■ジカ，レに1づσて』 し ：♪r
1r　こ 　1㌔陳』

1・他の劇と聡て 転母カルはどうかをたずね齢観

劇直後でもあり
1、 大部分の二もあが・「ミ』≧みジカルがよ

い」と こたえているε・ と二くに， 女子のばあいば∫1ひとり

で幾通りかの答零を出、しており，人数を上まわすて1》y

る6一割ぐらいは普通φ劇の方がよいとい6ており，亡．男

女にわけてみると， 男子に多く， 女子の5倍になら《い

る。　”」1・』 r・』戸∵1

　10）舞台装置ばξぢか。r

舞台細繊触であり・ 具象撤臨テども対
象の舞台装置乏じ くは数少ないもの’と蔚え㌔るじ たどえ・

ぱ， 白いパネルが倉庫め壁にならたり，て 少じ形をがえて

岩山になづたりする。、；の装置を子どもたぢほど引う・げ

とめているかを知るためにr本もめら・し群岩や禾がな昏

騨讐轡響3轡董ピ獲鮪響
・構成舞台のよさを』rすばらじい」rずっきり1し誓し寸裁」

「みやすい」，他に「よぐ工夫一してある■「舞否転換が阜

くてよい」という ものが多 ぐ殆ん どあ子が球等ぐと“蓼て二

、いる。・ しが凝．r編めら1し＜ ない♪俺め融「な内、

「むずかしい士乞答える庵のも19驚みちれ惹評蛮実碁6

ずかだが，かなりむずかしいどごぢもあちをだ乏夷睡，屯

ポーボと潮路の埋葬場面めちが “である。 3お麿ビま嚇；盛

〆 i263
一
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中乗に階験があう装置だが， 蒸rボのぽあいは海に面し

た岩，・潮路のば夢いは兵の上の砂山である。した参づで

ボーボは水葬であ辺潮跳嫉‡葬なのだ撰，子ξもの中尽

は「ボーボは男だから海へなザて，5、漸蹄嫁だから瀞こ

そ？とおと ．レたJとし、ってい番もりもある。 また，ツブ

リの背にのって島をわたるところでは，舞台装置のわず

か獄変化で易面が変ったとさ れるため，．乙∫も／う，ついた

の？」、ど隣りQ子にきく．ものもいた。1 全体としては構成

舞台嫉子ども たちに好まれ）よく理解 されていた。

　11）∵衣裳はどうか。・

』舞台が具象的でないようrに，・＝衣裳も1ま・た簡潔で象徴的

である。・シャツやジーソズの上曽，ジ6ソズパンツであ

る。ねずみたちはグレー，とりたちはブルー，いたちは黒

と基調とする色のちがいはある。子ども二たちのケけとめ

方をみるため述「ねずみの衣裳はどう鵡骨た？陽、お面も

しっぽもないが」と具体的にねずみをあげて質聞したゲ

「お面やし？ぽがあった方がよい」 とめうものは， 男28
％・ 女巧彩で・ 他の多くのもの輝「お画やしゅ醤がない

方カミよい」・「舞台や人物にみあっているLF表傭がみえ

て凝レみやすい」1と衣裳について脊定的な答を出してい

る。 なかには 「小さい子にはお面やしっ、ぼがあったらわ

かりタい」 という答えもあっ た。戸　 遜㍑、 l

　12）わからなかったところはどこか二輯．亮ン

　わから．なかづたところはfない」という答えが圧倒的

で，他は「オイボレの死んだところ」 （オイボレがごち

そうの山に近づくと・一瞬に してネズ・ミ取り．式に 戸が閉

り，姿がかくれてレまう），「鳥の名がむずかしい』 （ツ

ブリが鳥らしくなく．おぱえに くい）など1ん2名づつ分
散して解らない飼所をあげているじ　．』ツ．』二1，

　13）　日生劇場に・ついての感想

　第6表一13）にみるように，殆んゼの子参騰ミの豪華

さ，、広さ慶設備に参ξろき 溝足レてい蚤ザ1・1、
：．

・14） 観劇経験があるか、

』観劇経験の義る子ども70％，初めての子ども30％であP

る。観蘭嶽験のある子も，劇場では宝塚劇場他わず加3

名で，他に公会堂，』区民勺ソター，・学校などである。1観

劇経験の多いものと皆無のものとの劇の観方の比較検討

をするたあに設問したが，実際にはみな1～2回の経験

であり， それ灘 「小さいとき一度みな」などゆ答えが多

ぐ・・1堵較検耐の材料をえられなかった6ゴ』1．

15）』今日の観劇こついて、
、・ 　F』り．

　・「学椋がらの今q．の観劇会はどうだったか」 ≧団体で

の招賛観劇の惑想をき》・た。、「すばらしかウた」「楽しか

っ た」「も？と多二くある といい」「一生め思h出になる」

と感灘している．ものが多い。少数だがクラ、冬の子たちと

きて！「ぶざけ準くなる」 という のもあ，った。 友だちと」

緒にきて感動をともにする喜びがあるr方，．「まわりに影

響さ、れてテヒたり，1ふざけたりしてしまう・ことのあるこ

とがう かがえる6

3，感想文の分析、

　後日，劇団側に寄せられた観劇の感想文集，男24名，

女36名についてしらべたひ 束京30名，』名古屋 7名，神戸
6名，大阪9名，福岡71名，いずれも小学6年である。

・観劇直後の感想では，＝「スパラ・シカッタ」「トッテモ

ヨカッタ」「皆ヨカッタ」と表現されること多く，なま

の感動が整理されないままのものであった。ところが感’

想文をみると，劇のねらい，主人公たちの生き方，感激

した場面ダ気にいったセリラ，演ずる者への驚歎などが

具体的にのべられて，子どものうけどり方がはっきりと

つかめる。感想文嫉，適確にのびやかに自分の考えや感

じたことを表現しており，1そのすぐれた裏現力 は読むも

の，をおどろかせるgkまた・ブ戸グヲムにあらすじは紹介

さ7れておらず， ただ剛回だけの観劇で，一よく不ト｛り
一

をつかみ，． よく場面や翠リフをお濃えてい多と感心させ

ら麹る6；れはヅなかまたちと門緒に観劇したこ，と で，

後日，．学級で話し診い，友だちと≧話しあい，、劇を観た

あζで転劇の観方が深められズいゑたからだと 思う。1．

　なおちk感想文か5（1）感想文からみた観麟反応の分採．．

（亭）感想文の内容皆ついての検討をおこなっ為がここでは

翁幣する。 また，出演者たち毒の面接結果も紙面φ都合

素省略し，いずれも朝日生傘厚生事業団の研究報告露に

ゆずる。

煎・考 察

　今回，観醐中の子どもの行動を微視的に観察して．．子

どもがどのような場面に笑い，・津き．慶 、ξまどいダ。、そして

ひきこまれていくのか，また，それがξのような身体反

応で現われるのかをつぶさにみるこ、とができ顔。 終演直

鋒り面接調査では子どもの感動にじ⇒）廷纐れるこζがで

き，一感想文では子どもが劇をみて何ゑ感じ何を学びとう

たかを知ること炉できわ。 こ薙らは研究結果に十命あら．

われて野うが・ ここ1こ結果を整理レながら考察をすすめ

てみ魁》・

　1）　2時間余の公演を子どもたちは緊張し集中して観

ている。これは演劇一般とし頂乾yえる、こ．とではなく，』本

公演「田険者たち」が子ど、もたちをひきっけたというこ

とであろう。

　劇のねらい，ストじ、リ｛をよ．く把握しており，一かなり

むずかしいと思われる内容も．よみとっている。構成舞

台，象徴的衣裳は難解と思われたが，子どもたちはよく
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・：三森脇他：振赦花財の耕究ε穀・影 i

理解砂そ磯さを1勧群漱部分：ぞ1あ；夢齪ゼれ
は1・画頃デレ1ビに慣襯・しみ∫・テ誌ど視聴の経験が系‘・ト

弾」や舞台騨淑磯雌勧塑1穂獅総翻な
　っ ているがらど考えぢれ畜も二 まだ，・i感想文匿発る隈り：で

は・ 活字ば姻といわれ好描たちであるカドそ倣
牽の構成や表現み赴ゼ承さ〆ゆだかさにおどぢがさ霧る

もφが劾規． 二・強㍗▽㍉ぐ’ …r』蕊ドニL了

璽．卿の約餐ζ哩解噸的騨的瞭躯みし
反応などk，船どなξとおがうf幼なざもみぢiれドごの奪齢

の騒をあらわしてい翻駅1「7垢魯『勢・、・

瀬繍麗癩鯵；1輝幡総δ酵諏薇
ほ，yおる蒔癒繋5だぢ壱葛」 ある㍉と き底イ』タ；ヂ・だぢ紀なり1急

フ硝ナー’レで全員揃ケどぎ織数が両群だ義差霧少翫ぞな

るよごれに・ごだわi写せ荷度ぎ摺ぞ天数をボぞえ唖1驚や蓄：．

子，また，一度死んだものがフィナ顧グを皆と」緒にお

どることに不満を感ずる子などである。

　構成舞台で背景がないため，水葬と土葬のちがいがわ

からず，男は放りなザ（水葬），女はそっとおく（土葬）

と隣りの子に話す子もいたし，黒子の存在（舞台転換の

ため）をわずらわしく思う子もいた。　　　　 　 ／

　笑う個所をみると，この子どもたちの年齢的特徴をみ

る こ喜ができる。 すなわち， こづけいな動作に笑い；ろ
げ， こ と曜のおかし さや流行語に笑う。ユ 一モアは理解

1す多魁さロデ身になるとごく限ら齢た子しか反応し蓼

い。 劇のながれと無関係に悲しい場面でも音や動作がお

かしいと笑っていう。また，涙が出そうなのをテレて笑

って熔る子菊多吟。

　年齢的にも っとも特徴的なめは，ラブ・シー ソであ

る。一生けんめいに見ていた子が このシーンになると，

いきなりカバソの中をみたり， 天弁をみまわしたり，バ

　ンフレットをみたり，目をそらしてしまう。逆にふざけ

たり笑いころげる子もいる。ふつうの状態でみていられ・

ず， 1身体が動いてしまうのである。このひとりひ≧りの・
∫r

行動で， 場内全体がざわめき，騒然となる。小学低学年

（う子すち湖い，語がわかっているといえる一方，1おとな．

のようrに劇としてつきはなしてみられない年齢といえよ

二う。』』

』3〉　小学高学年では明らかに男女差がみ、られる。理解

め面では差はないが，興味関心の所在，．反応のしかたは

大きな1ちがいがあった。男子には 「團険者たち」のテー

rマとして《愛》ということぱは出て；ない。掌子には

ぐ愛》がテーマとし七強く印象づけられているものが多

　く，主人公ガンバと潮路の場面に感動している。r

　。 厚応φち参ヤ・も明らかで，男子だけにひやかしの行動

がみられるる また，感動や笑いの場面で女子は隣席の子

と身体をよせあったりするが男子心ま1みづ練鈴。慕瞬ザ

め芋癖諾毒捗1習漣ξ『ぎ無視じ菱、ゆ推香テるめ薮男子だけ

産擦彦勤胤（撫鑑ゾ 曇母ンll蒙qξ義：恥嫡
泌Lなが無」緒1縁騨齢｛ら磁灘ま，舗天襯

劇とちがう。子どもたちは， 同年齢の子ばかrりめ 場内
セン向蕩面に奨吋荷鵬謙》1ゴ踏・6ぞ醜。σま

蔽癌晦首轡壕鍵就裾・し諭マ躯ゐ喜が

r塑る噛．纏磯奪晒贈惣も掌
》、1 る後日野学校で1下仲問た1ぢ」 の5たをケたづたり；

離嫡鶴，で鯉鷹蟹鱒騨岬璽簿劇讐
も理解や興味がド6ぞう深めぢれ）る』といえようゼすなわ

舜翻鹸あ面灘をま篇鍔たゴ・一・夢ばむ協、 ぢた」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　せヨ ゴニヲン　ジドマ

と㌧嫌難鞍厩、㌻，麗、陣勲騨聾や焼、

焙麟鯵！燦肪醗駒ま翫蜘描蟻、鱗
入勉聯簸馨顯や彊り 勉1曖墜騨
い獅聯る5一塵拶挙麹ずじが砺て蝋いだ
けに，観劇後の友だち同志の話しあいの重要さを感じさ

せ葎鮪メ』、呉、・』1二』r，鼻ヒ」苧、』』、，． 』』i：避1ナ

5）出瀦たちとの酵阪翠飾勲らの親を
鰍が・』r観襯鷺噸噸馨てい躯細嘩
居がでぎる」 、「子ξ勇向ぎと程度をさげず，しト おとなの観

驚たえ鮎う、！嘩じ騨る」「一浄句もらさずき加

せるようにし登う4∫主人公帖でなくヤ人9さむら・

いの劇であぞ』f越じ夢ズラブシーンを本格的にとりレゲ

れた」「『行 こう よ転仲問わち』の歌は何度もある参その1

都度感動をこめて歌ゆている」 1「毎回終演後相互批判し

ている」「練習で怪我人多二く出したハードなミ晶一ジカ

ルである』などの答えをえた占

この獺者即鯛や騨は＋分子ども燐をこうけと

齢縦鵬ラ・』脚内即纏とんできた汗に騨し
たものは多い・し，1 自分も 大ぎ くなって子どもたちのため

、に演じたいと思づたもめもいる。登揚人物についても子

どもたちは，　「誰もが主役にみえた」といい，主人公ぱ

かりでなく， ガクシャ ，
ヨィショ，オイボレ，ボーボ，シ．

ジソー・一・とそ劃ぞれの能力や性格や行動に心うた衆てい

る。また，感恕文のなが｝ラ、「…ふつう大人は子像をば．

カ1にする・∵そ硲子供がみてレ）るのに」と熱演に感動し・

ある子はこの劇をみて 「歌と物語・．そして内容からも・

なんとなく大人㊨入り叫；立づたような気がした。…』

とのべている。

要 約

　本研究は，児童の文化受容に関する基礎的研究のひど

つとしておこなわれたものであり調題応幟鱒影
して，児童の興味と理解，および演劇の衷現と受容の特ち誉
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性をさ ぐることを目約とする。

　ミ、ユージカル「冒険者たち、」（小学6年生招待公演）

をとりあげ，1）臨場反応（男・女計主26名）、2）終演後

の感想，3）．感想辛4） 出演者面接による分析検討をお

こなった。

　1）　児童は劇のねらいやストーリーをよく理解してい

る。主人公はじめ登場人物に共感し，．自分の生活を省っ

たり，将来の生き方を考えたりしている。

　2）小学6年では，男女差が明らかにみられる。理解

力では差がないが，興味関心がことなり，男子が冒険や

勇気，女子は愛構に感銘をうけている。．反応のしかたに

も差がみられ，女子は隣席の子と肩をよせ手をとりあっ

て感動をあらわす。

　3）　ラブ・シーソでは，思春期初期の特性がみられ，

いたずら，よそみ・身うごきの反応で場内全体がざわめ

く。関心をもちながら，自己の反応を掬制して，かえっ

てそれが身体反応にな？て現わされてレ）るといえる。

　4）　観劇嫡他の観客と一緒にみることに観賞の権徴が．

ある。 隣席の子同志の反応は一致数が高く，亙いに共感

をわかちあい，影響しあって観賞していることが明らか

にされた。

．5）学級観劇では，その場の感動で終らず，後日友だ

ちと話しあい，観劇の理解と興味をより深めることが認

められた。

　6）作者，演者の其剣なとり くみ方が子どもの感動を

よび，感銘を与えているといえる。

　今後の課題として，舞台と客席の距離による受け反応

の差をた しかめたいと思う。これは演劇の形態と劇場の

広さの関係を把擢する上で重要な課題といえる。また，

他の演劇を材料としての観客反応調査により，今回の結

果を再検討したい。

参考文献

　乾孝＝マス昇ミ時代と芸術 　　理論社　1960

　　　工4　観賞と理解
　　　∬2　観客調査から得たもの
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II A Study on Child Audience's Reactions 

Hoshi Michiko. 

Yukawa Reiko 

The present study was conduted with the intention of making a contributien te fundamental 

research into the culttire recepticn of childrep, Its ~rinci~al purpose may be describcd as an enquiry 

inte the characteristics of interest and comprehension of child audiences* in other wprd$, their 

"takingin" of theatrical performances, by ergani~ing special measures to encode their ebservable 

behaviour in the hall. 

The following elements are analysed; (1) the immediate reactions of the audience (in the theatre) 

(2) their impressions at the end ef a performance (3) their compositioTls on the play (4) the 

contents of per~onal interviews with the player$. , 
The play in question is a mu$ical for primary school children knokyn as "The Adventurers". 

(1) Children can be said to comprehend well the story of the play ~~nd the author's intent. They 

feel sympathy_ with the hero and other characters and are ~timulated to reflection upon their own 

daily experiences; thus, are enabled to formulate principles for their future way of life. 

(2) There appears a notable se~~ differnce in the responees at the sixth year of primary School. 

Althotigh there is no differecce_ vhatsoever in their comprehen~ive faculty, they differ widely as to 

field ~)f interest. While boys ~rd movec by acts of adventure and bravery, girls are touched by 

those of leve. In addition, girls' differ fyom boys in '~xpF6ssin~ their emotions by linking hands and 

drawing near to one another as i~ey wa tch: 

~3) When "love scenes*' are perfdr:ned, on th~ stage, t~e children ~~hibit the charactristics of early 

puberty. Their reactiohs, s~ch as playing pranks, Ioeking aside ajld turning about, cause a g.eneral 

stir in the whole thiatre. Those physical reactions cari be regarded as a result of diverting 

themselves fro:n aftehding t0. the aitual periormairces of actots participating in love scenes. 

(4) A marked ~:eature Qf playgbi:ig may be that it aids the atidience in enjoying the play in 

eompany with fello~y spectators in the･neighbouring ~eats. In fact, the occurrence ef "taking-in*' 
reactions is highly coiricident aTrio~l~~ immediate neighbours, indicating that they are $haring with 

each ether the ~ame aesthetic emotions under mutual influence. 

(5) It is pointed out that ~he audience can deepen their compreh~nsion of and interest in the play, 

if they are led afterwards ta.talk about it in th~ class rooms bcfore the immediate impiression$ 

received in the 'theatre fade' away. 

(6) Sin~ere dedication: Qn the :part ef playwright* production staff and actors fer the play will 

naturally meve the child~en and leave a deep impression upon their minds. 

In a further study, the present writer~ intend to attempt ascertaining the difference in "taking-

in'" responses due to the distance between stage and audiende seats. This will be seen as a 

significant fac~or in determining the relationship between type~ of dramatic performances and size 

of theatres. A re-exaniination of the above reSult$ iS also intended with a differnt child audience 

attending yet another play fcr children. ' : 

- 67 -


